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仙台大学男子サッカー部が
新たな歴史を刻む

夢中人｜ゼミ探訪｜同窓会情報

令和6年度より高等学校教諭一種免許状（情報）教員養成課程を
スポーツ情報マスメディア学科に開設

夢に向かって挑戦する学生たち

表紙のひと 仙台大学男子サッカー部
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「
加
点
主
義
」が
生
む
成
果 

︱
吉
井
秀
邦
総
監
督
の
指
導
法
に
よ
る

J
リ
ー
ガ
ー
輩
出
の
軌
跡

　
仙
台
大
学
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
J
リ
ー
ガ
ー
を

次
々
と
輩
出
し
て
い
る
背
景
に
は
、吉
井
総
監
督

の「
加
点
主
義
」と
い
う
斬
新
な
育
成
方
針
が
あ

る
。こ
の
育
成
方
針
は
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
挑
戦
す

る
精
神
を
学
生
た
ち
に
浸
透
さ
せ
、単
に
失
敗
を

避
け
る
の
で
は
な
く
、積
極
的
に
挑
戦
し
、成
功
を

収
め
た
選
手
を
特
に
高
く
評
価
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。

　
こ
の
育
成
方
針
に
よ
っ
て
、学
生
た
ち
は
豊
富

な
経
験
を
積
む
機
会
を
得
て
、新
た
な
挑
戦
に
恐

れ
ず
臨
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。そ
の
結
果
、サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て
、ま
た
人
間
と
し
て
の
成
長
を

遂
げ
、成
功
へ
の
道
を
拓
く
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

と
吉
井
総
監
督
は
語
る
。消
極
的
な
姿
勢
で
は
な

く
、積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、個
々
の
特

長
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、東
北
地
区
大

学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
1
部
で
16
年
連
続
優
勝
、2

年
連
続
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
ベ
ス

ト
8
進
出
、J
リ
ー
グ
へ
5
名
内
定
選
手
輩
出
な

ど
の
輝
か
し
い
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

体
育
系
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た

革
新
的
な
取
り
組
み

　

全
国
で
も
屈
指
の
強
豪
と
し
て
知
ら
れ
る
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
は
、吉
井
総
監
督
を
中
心
と
し
た
指
導

ス
タ
ッ
フ
の
も
と
で
、チ
ー
ム
と
し
て
新
た
な
取
り

組
み
に
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
、学
生
の
成
長
を
促

し
て
い
る
。本
学
の
体
育・ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
学
問

分
野
を
背
景
に
、専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
科

学
を
応
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
チ
ー
ム
の
成
長
を

支
え
る
。さ
ら
に
、選
手
の
技
術
向
上
を
目
指
し
、

A
I
カ
メ
ラ
を
含
む
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導

入
し
た
こ
と
で
、プ
レ
ー
分
析
と
改
善
点
の
特
定
が

可
能
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
先

進
的
な
取
り
組
み
は
、選
手
個
々
の
能
力
向
上
と

チ
ー
ム
全
体
の
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
新
た
な
挑
戦

　
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
超
え
、

新
た
な
挑
戦
に
挑
む
。「
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大

学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」「
全
日
本
大
学
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
」で
ど
ち
ら
も
過
去
最
高
成
績
は
3

位
。個
の
育
成
を
重
視
す
る
チ
ー
ム
作
り
を
進
め

て
い
く
中
で
も
、更
な
る
高
み
を
目
指
す
。

　
2
0
2
4
年
4
月
か
ら
は
、元
日
本
代
表
F
W

で
、本
学
卒
業
生
で
も
あ
る
平
山
相
太
氏
が
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
と
し
て
帰
っ
て
く
る
。平
山
氏

は
、現
役
引
退
後
、仙
台
大
学
へ
2
0
1
8
年
4

月
に
入
学
。学
生
と
し
て
学
び
な
が
ら
、在
学
中
に

は
、コ
ー
チ
と
し
て
の
指
導
者
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。か
つ
て「
平
成
の
怪
物
」と
呼
ば
れ
た

ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
チ
ー
ム
に
新
た
な
風
を
吹
き
込

む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。益
々
目
が
離
せ
な
い
、吉

井
総
監
督
率
い
る
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
今
後
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
る
。

仙台大学男子サッカー部が
新たな歴史を刻む

石
イシ

尾
オ

 陸
リク

登
ト

 選手｜身長/体重：181㎝/72kg　ポジション：DF　体育学科4年／JFAアカデミー福島U-18出身　

特 集 1

～2年連続全日本大学サッカー選手権大会ベスト8と
Jリーグへ5名の内定選手輩出～

全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
歴
史
を
塗
り
替
え
る
快
挙
を
達
成
し
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
。創
部
以
来
、

初
と
な
る
2
年
連
続
ベ
ス
ト
8
進
出
を
達
成
し
た
。さ
ら
に
、13
年
連
続
で
J
リ
ー
ガ
ー
を
輩
出
す
る
と
と
も

に
、今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
上
回
る
歴
代
最
多
5
名
の
選
手
が
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
へ
の
内
定
を
獲
得
し

た
。今
回
は
、体
育
系
大
学
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
育
成
方
針
の
深
層
に
迫
る
。

❶体育系大学で学び、J リーガーを目指したいと考えていました。体育系大学である仙台大学は多くの J リーガーを輩出していること
に加えて、毎年全国大会に出場しています。大学サッカーの強豪校である仙台大学で技術のみならず、人としても成長したいと考え、
仙台大学を選びました。

❷特に、責任感を持つことに関しては大きく成長できたと思います。
❸様々な人たちとコミュニケーションを取ることができたことに加えて、体育・スポーツ科学を中心とした学びを通じて、自分の視

野を広げることができました。
❹まずは、チームの主力選手として活躍し続けることであり、その後は日本代表に選ばれることが目標です。
❺スポーツ系の仕事に就きたい方、スポーツや健康に関する資格を取得したい方、または自分が行っているスポーツを仕事にしたい

方にとって、本学には非常に良い環境が整っています。ぜひ仙台大学に進学して、その夢を実現させてください。

得
トクノウ

能 草
ソウ

生
キ

 選手｜身長/体重：165㎝/68kg　ポジション：MF　体育学科4年／青森山田高校出身

❶私の出身校である青森山田高校の正木昌宣監督が仙台大学出身で、仙台大学を紹介してくれました。サッカーに対して真剣に
取り組める環境が整っていること、そして体育系大学として保健体育の教員免許が取得できることも、私が仙台大学を選んだ
主な理由です。

❷指導スタッフ含めて、様々な人との出会いによって、自分の中の価値観が大きく変わりました。
❸体育・スポーツ科学を中心とした専門教育を受けたことはもちろんですが、教職科目の授業を通じて人に教えることの難し

さを深く学ぶことができました。
❹試合を見に来てくれた人が帰る際に、「来てよかった」と感じてもらえるような、面白くて魅力的なプレーをすることです。
❺私は仙台大学で学んだことが、プロサッカー選手になる夢を掴むきっかけになったと思っています。皆さんも、仙台大学で

充実した学生生活を送り、夢を掴んでください。

相
ソウ

馬
マ

 丞
ジョウ

 選手｜身長/体重：185㎝/81kg　ポジション：DF　体育学科4年／モンテディオ山形ユース出身　

❶大学でも競技を続けると同時に体育・スポーツ関連の分野を学ぶことにも興味がありました。その中で、私の幼い時からの夢であ
るプロサッカー選手になる夢に近づくために、仙台大学を選びました。

❷サッカーという競技の魅力を改めて感じることができました。また、チームメイトと共にプレーする楽しさを深く味わい、その魅
力を再発見することができました。

❸アスリートとして必要な栄養面に関する授業を受けることで、栄養管理への意識をより高めることができました。
❹シーズン開幕時にスターティングメンバーとして出場すること、そして怪我なくプレーを続けることです。
❺ぜひ仙台大学で夢を掴んでください。大学での学びは、皆さんの未来への大きな一歩になると思います。

玉
タマシロ

城 大
タイ

志
シ

 主将｜身長/体重：173㎝/73kg　ポジション：MF　体育学科4年／浦和レッズユース出身　

❶常に全国大会への出場機会があること、そして、体育系大学らしい優れたトレーニング環境が整っている点が大きな魅力でした。
❷特に、フィジカル面での成長が大きかったと感じています。また、アスリートとしての技術はもちろん、主将としての経験

を通じて精神面でも大きく成長できました。
❸サッカーだけではなく、授業や様々な経験を通して多くの人と出会い、価値観を広げる重要性に気づいたことです。
❹私の夢は大きいです。海外で活躍する選手になること、そして最終的にはヨーロッパチャンピオンズリーグで優勝すること

が目標です。
❺仙台大学で何を学び、何をしたいか、さらには卒業後の自分がどうありたいかまでしっかりとイメージすることが重要です。

そうすることで、より明確な目標と意欲を持って最高の学生生活を送ることができると思います。

與
ヨ ナ ハ

那覇 航
コウ

和
ワ

 選手｜身長/体重：171㎝/66kg　ポジション：MF　体育学科4年／浦和レッズユース出身

❶常に全国大会に出場する機会があること、さらに練習参加時に見たトレーニングルームやアスレティックトレーニング設備
などが整っているため、サッカーに集中できる環境が整っていると感じたからです。

❷部員が多いため、多くのプレースタイルを観察する機会がありました。他の部員の上手な点や長所を真似することで、技術
的な面で大きく成長できました。

❸チームメイトと共に同じ目標に向かって努力する楽しさを再発見しました。サッカーだけではなく、日常生活でも一緒に行
動する機会が多く、楽しい思い出がたくさんあります。大学の四年間で出会った素晴らしい仲間たちは最高の宝物です。

❹プロ初年度から多くの試合に出場し、ゴールやアシストで成果を上げることが目標です。また、サッカーだけではなく、様々
な人との関わりを通じて、人間としてもさらに成長していきたいと考えています。

❺仙台大学では、素晴らしい仲間に出会い、自分のやりたいことに集中して打ち込むことができる環境が整っています。ぜひ
仙台大学で夢を叶えてください。

❶本学を選んだ理由は？　❷男子サッカー部ではどのような点が成長できましたか？
❸大学での学びを通じて得たものは何ですか？　❹プロとしての目標は？
❺本学を目指す受験生に向けたメッセージ

Q

仙台大学男子サッカー部プロフィール
男子サッカー部は、6カテゴリーで編成されており、各チームがそれぞれの所属リーグ
で活動。学連チームは、東北地区大学サッカーリーグ1部を主戦場とし、「一目千本桜
FC feat．S．U．F．T」と「FC LA U．de Sendai」が東北社会人サッカーリーグ1部に参
戦している。男子サッカー部からはセレッソ大阪・奧埜博亮選手（平成23年3月体育学
科卒）、ブラウブリッツ秋田・蜂須賀孝治選手（平成24年3月体育学科卒）、浦和レッズ・
松尾佑介選手（令和2年3月体育学科卒）など、これまで多くのプロサッカー選手を輩出
しており、第一線で活躍をしている。

チーム名 仙台大学
サッカー部

一目千本桜
FC feat.
S.U.F.T

FC LA U.de 
Sendai

FC LA U.
de Sendai
セグンダ

FC LA U.
de Sendai
テルセーラ

FC LA U.
de Sendai
クアルタ

所属
リーグ

東北地区
大学
サッカー
リーグ1部

東北社会人
サッカー
リーグ1部

東北社会人
サッカー
リーグ1部

東北社会人
サッカー
リーグ2部南

宮城県
社会人
サッカー
リーグ2部

仙南社会人
サッカー
リーグ1部

2024年度 チームカテゴリー表

ベガルタ仙台内定(J2)

モンテディオ山形内定(J2)

ザスパクサツ群馬内定(J2)

水戸ホーリーホック内定(J2)

FC岐阜内定（J3）
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︱
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
た
の
は
？

　

小
学
5
年
生
か
ら
で
す
。友
人
に
誘
わ
れ
て
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
、中
学・高
校
で
は
部
活

に
入
り
ま
し
た
。本
学
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、

イ
ン
カ
レ
出
場
を
目
標
に
活
動
し
、東
北
学
生

リ
ー
グ
で
も
上
位
で
す
。た
だ
、僕
た
ち
は
コ
ロ
ナ

の
時
期
は
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、不
完
全
燃
焼
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。

︱
部
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
っ
た

の
は
？

　

昨
年
2
月
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
桑
原
康
平
監

督
か
ら「
学
内
で
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー（
部
活
動

支
援
協
賛
企
業
編
）が
あ
る
か
ら
出
て
み
た
ら
」

と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

メ
ン
バ
ー
4
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
た
の
が
深
松
組

の
深
松
努
代
表
取
締
役
社
長
で
し
た
。社
内
か

ら
中
学
校
の
部
活
動
の
指
導
者
を
派
遣
す
る
話

に
、と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。「
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
指
導
者
に
な
り
た
い
」と
い
う
自
分
の
希
望

に
ピ
ッ
タ
リ
は
ま
り
ま
し
た
。

︱
会
社
を
選
ん
だ
決
め
手
は
何
で
す
か
？

　

多
角
的
な
事
業
展
開
と
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

理
解
と
行
動
力
で
す
。深
松
社
長
が
、今
後
の

事
業
展
開
や
部
活
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、熱
の

こ
も
っ
た
話
を
さ
れ
ま
し
た
。地
元
の
建
設
会
社

な
の
で
、東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
も
尽
力
さ

れ
た
こ
と
を
知
り
、感
銘
を
受
け
ま
し
た
。セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
、ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
深
松
社
長
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
読
ん
だ
り
、会
社
の
実
績

な
ど
を
リ
サ
ー
チ
す
る
と
、幅
広
く
事
業
を
展

開
し
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
と
わ
か
り
、自
分
も

ぜ
ひ
一
員
と
し
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

︱
内
定
が
出
る
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？ 

　

2
月
に
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、そ
れ

か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
。一
次
面
接
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
頃
、そ
の
後
、W
e
b
で
適
性
検
査
や
、

社
長・役
員
面
接
が
あ
り
、6
月
に
内
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。第
一
志
望
で
し
た
の
で
、内
定
を

も
ら
い
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。桑
原
監
督

も
コ
ー
チ
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

︱
こ
の
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
経
験
者
は
少
な
い
た
め
、初

心
者
が
指
導
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。特
に

中
学
生
は
身
長
や
競
技
力
も
伸
び
る
大
切
な
時

期
。経
験
者
が
指
導
員
と
な
る
こ
と
で
、試
合
で

勝
て
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。保
護
者
の

方
も
勝
っ
て
喜
ぶ
子
供
の
姿
を
見
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
支
援
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

︱
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

在
学
中
に
は
運
動
、栄
養
、コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
、

ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な
知
識
を
総
合
的
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。保
健
体
育
の
教
員
免
許

も
取
得
し
た
の
で
、学
び
を
実
践
の
場
で
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、一
番
は
楽
し
む

こ
と
。楽
し
め
ば
競
技
力
も
上
が
り
、自
分
で
考

え
て
練
習
し
た
り
、努
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
指
導
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

︱
本
学
を
志
望
し
、健
康
福
祉
学
科
を
選

ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
時
代
ま
で
に
培
っ
た
9
年
間
の
野
球
経

験
を
通
じ
て
、人
を
支
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い

を
抱
き
、仙
台
大
学
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し

た
。健
康
福
祉
学
科
を
選
ん
だ
理
由
は
、保
健

体
育
科
教
諭
、介
護
福
祉
士
、社
会
福
祉
士
な

ど
多
様
な
選
択
肢
を
提
供
し
て
お
り
、そ
の
幅

広
い
可
能
性
に
惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。私
が
在

籍
し
て
い
た
高
校
の
先
輩
た
ち
も
多
く
仙
台
大

学
に
進
学
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、仙
台
大
学
は
私

に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
し
た
。入
学
時
、介
護

福
祉
士
を
具
体
的
に
意
識
し
て
い
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、健
康
福
祉
学
科
で
の
学
び

が
、介
護
福
祉
士
と
い
う
職
業
へ
の
道
を
拓
い
て

く
れ
ま
し
た
。

︱
な
ぜ
、介
護
福
祉
士
の
道
に
進
も
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？

　

介
護
に
対
す
る
世
間
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
は

あ
ま
り
良
く
な
く
、正
直
な
と
こ
ろ
、私
自
身
も

当
初
は
介
護
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、大
学
で
の
介
護
実
習
を
経

験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、介
護
福
祉
士
と
し

て
の
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
施
設
で
利
用
者
と
直
に
接
す
る
機
会
が
得

ら
れ
た
介
護
実
習
は
、最
も
影
響
を
受
け
た
経

験
に
な
り
ま
し
た
。実
際
に
は
、現
場
で
介
護
の

大
変
さ
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、そ
の
や
り
が
い

も
深
く
感
じ
ま
し
た
。特
に
、人
と
の
ふ
れ
あ
い

か
ら
得
ら
れ
る
温
か
み
や
満
足
感
は
、介
護
の
大

変
さ
を
超
え
る
体
験
で
し
た
。も
と
も
と
介
護

福
祉
士
を
目
指
す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、実
習
で
の
体
験
が
私
の
人
生
観
を
変

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︱
健
康
福
祉
学
科
で
の
学
び
、大
学
生
活

は
ど
う
で
し
た
か
？

　

授
業
で
は
、専
門
科
目
に
加
え
、体
育
系
大
学

な
ら
で
は
の
多
様
な
学
問
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、人

間
の
健
康
や
福
祉
に
対
し
、よ
り
幅
広
く
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
学
4
年
間

を
通
じ
て
、介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の

意
義
を
実
感
し
て
い
ま
す
。介
護
福
祉
士
の
資

格
は
専
門
学
校
や
短
期
大
学
で
も
取
得
で
き
ま

す
が
、本
学
で
は
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
専
門

的
な
知
識
と
技
術
を
深
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

人
間
性
を
磨
き
、よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
幅
広
い
ス
キ
ル
も
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
で
は
、全
国
各
地
か
ら
来
た
学
生

た
ち
と
の
交
流
が
非
常
に
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、介
護
専
攻
の
先
生
方
は
、い
つ
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
り
、そ
の
上

で
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。国

家
試
験
の
対
策
で
も
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ま
し
た
。健
康
福
祉
学
科
の
先
生
方
の
存
在
が

な
け
れ
ば
、今
の
自
分
は
存
在
し
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。大
学
で
の
4
年
間
を
通
じ
た
学
び
を
、

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
夢
に
向
け
て
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
︱
介
護
福
祉
士
の
道
へ
進
む
に
あ
た
り
新

た
な
夢
は
何
で
す
か
？

　

令
和
6
年
4
月
か
ら
、介
護
実
習
を
行
っ
た

八
木
山
翠
風
苑
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
新
し

い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。こ
の
施
設
は
、私
が
介

護
福
祉
士
を
目
指
す
き
っ
か
け
を
く
れ
た
思
い

出
深
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
特
別
な

場
所
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。私
の
夢
は
、介
護
業

界
の
課
題
に
取
り
組
み
、業
界
全
体
の
改
善
を

目
指
す
こ
と
で
す
。特
に
、施
設
内
の
雰
囲
気
や

風
通
し
の
良
さ
を
重
視
し
、利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト

の
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、援
助
者
側
の

視
点
に
も
目
を
向
け
、改
善
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

特 集 2

仙台市は教員の負担軽減を目指し、中学校の部活動を学校から地域へ移
行する取り組みを開始しました。その一環として、2022年仙台経済同友会
と部活動支援に関する協定を締結。加盟する企業が、スポーツを得意とす
る社員やスタッフなどを部活動の指導者として派遣する活動が2024年4
月からスタートします。木村聖哉さんは、このプロジェクトに賛同する㈱深
松組内定を得て、4月から週3回程度、勤務後に仙台市立五橋中学校ハンド
ボール部の指導員として活動する予定です。

大好きなハンドボールに携わる道、
みつけました!

木
き

村
む ら

 聖
せ い

哉
や

さん
所　属：体育学科4年　
出身校：学校法人石川高等学校（福島県）
内定先：部活動支援プロジェクト協賛企業　
　　　　株式会社深松組
趣　味：読書（ビジネス書）
好きな食べ物：一龍の麻婆飯
好きな言葉・座右の銘：好きこそものの上手なれ

9年間野球選手として活躍してきた奥谷晴翔さん。野球を通して人に支
えられ、支えてきた経験から、健康福祉学科を選択。大学での学びを通
じて、介護福祉の魅力を実感することになったそうです。そんな奥谷さん
が介護福祉士を目指した理由、介護実習での学び、介護業界への想いを
語ってくれました。

“人を支えたい”との想いで
選んだ介護福祉士の道

奥
お く

谷
や

 晴
は る

翔
と

さん
所　属：健康福祉学科4年　
出身校：名取北高等学校（宮城県）
内定先：特別養護老人ホーム 八木山翠風苑
趣　味：野球観戦
好きな食べ物：みかん、まぐろ
好きな言葉・座右の銘：平常心、闘争心

夢に向かって挑戦する学生たち

仙台市立五橋中学校で指導する木村さん
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︱
本
学
を
志
望
し
、現
代
武
道
学
科
を
選

択
し
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
現
代
武
道
学
科
を
選
ん
だ
理
由
は
、主

に
二
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
、中
学
校
の
保
健
体
育

の
教
員
免
許
が
取
得
で
き
る
点
で
す
。幼
い
頃

か
ら
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、学
校
で

の
体
育
の
授
業
は
、い
つ
も
私
に
と
っ
て
一
番
楽

し
み
な
時
間
で
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
出
会
っ

た
体
育
の
先
生
、担
任
や
部
活
動
顧
問
、そ
れ
ぞ

れ
が
魅
力
的
で
熱
心
な
方
々
で
、多
大
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。体
育
の
先
生
と
い
う
職
業
へ
の

憧
れ
と
、自
分
自
身
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
、そ
れ
が
現
代
武
道
学
科

を
選
ぶ
大
き
な
動
機
と
な
り
ま
し
た
。二
つ
目
の

理
由
は
、高
校
時
代
ま
で
続
け
て
き
た
柔
道
の

影
響
が
大
き
い
で
す
。武
道
の
専
門
的
な
学
び

も
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
現
代
武
道
学
科
は
、私

に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
で
し
た
。保
健
体
育
の

教
員
免
許
も
取
得
で
き
る
た
め
、私
の
夢
に
一
歩

近
づ
く
た
め
の
理
想
的
な
場
所
と
考
え
受
験
し

ま
し
た
。

︱
教
員
で
あ
る
父
の
影
響
は
大
き
か
っ
た

で
す
か
？

　

教
員
と
い
う
職
業
は
、父
の
お
陰
で
と
て
も
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。家
で
は
教
育
に

関
す
る
話
は
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、私
は

幼
い
頃
か
ら
父
が
部
活
動
で
柔
道
の
指
導
を
す

る
姿
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。生
徒
に
指
導
す
る

父
の
姿
か
ら
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、父
は

私
に
と
っ
て
憧
れ
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。父
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、自
分
と
し
て
は
最
高
の
親
孝
行
が
で
き
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

︱
現
代
武
道
学
科
で
の
学
び
、大
学
生
活

は
ど
う
で
し
た
か
？

　

現
代
武
道
学
科
で
は
柔
道
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、剣
道
や
空
手
な
ど
他
の
武
道
に
関
す
る
知

識
と
技
術
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、柔
道
方
法
論
の
授
業

で
す
。こ
の
授
業
で
は
、指
導
や
授
業
構
成
の
方

法
を
学
び
、さ
ま
ざ
ま
な
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、実
績
豊
富
な
先
生
方
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、私
に
と
っ
て
非
常

に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。こ
れ
ら
の
学
び
は
、教

員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
、直
接
的
に
役

立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。本
学
で
の
学
び
や
活
動

を
通
じ
て
、私
は
教
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知

識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

︱
教
員
採
用
試
験
合
格
へ
の
道
の
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
時
代
、私
は
柔
道
で
大
き
な
挫
折
を
経

験
し
ま
し
た
。最
後
の
大
会
で
の
怪
我
が
原
因

で
、そ
の
後
の
大
学
受
験
に
お
い
て
も
、思
う
よ

う
に
事
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。大
学
入
学
後
、

私
は
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
よ
り
一
層
努
力
を

重
ね
ま
し
た
。明
確
な
目
標
を
持
ち
、勉
強
と
柔

道
の
両
方
で
成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま

し
た
。文
武
両
道
の
信
念
が
、最
終
的
に
は
教
員

採
用
試
験
合
格
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、教
員
採
用
試
験
を
受
験
す
る
際
に
は
、

仙
台
大
学
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、自
分
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

で
き
た
こ
と
も
非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
。

特 集 3

︱
ス
ポ
ー
ツ
情
報
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
学
科
に
情
報

科
教
諭
免
許
の
教
職
課
程
を
開
設
す
る
背
景

に
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
が
あ
り
ま
す
か
？

　
文
部
科
学
省
の
初
等
中
等
教
育
に
お
い
て
も

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」の
創
設
、高
等

学
校
で
は
教
科「
情
報
」が
必
修
と
な
り
、令
和

7
年
度
に
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
も
教
科

「
情
報
」が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、情
報
科
教
諭

に
対
す
る
期
待
と
需
要
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。高

等
学
校
教
諭（
情
報
）の
課
程
を
開
設
す
る
こ
と

は
、人
材
が
不
足
す
る
情
報
科
教
諭
の
養
成
に

資
す
る
と
と
も
に
、開
設
に
伴
う
学
科
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
拡
充
に
よ
り
、教
育
分
野
、体
育・ス
ポ
ー

ツ
分
野
及
び
関
連
領
域
に
係
る
D
X
対
応
人

材
の
育
成
を
も
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
の

意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

︱
保
健
体
育
科
教
諭
と
情
報
科
教
諭
の
教

員
免
許
を
同
時
に
取
得
す
る
こ
と
の
利
点

は
何
で
す
か
？

　

情
報
の
教
職
課
程
は
、情
報
の
科
学
的
な
見

方
や
考
え
方
、知
識
や
技
術
、そ
の
知
識
や
技

術
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
・
指
導
す
る
こ

と
が
で
き
る
実
践
的
で
高
度
な
専
門
的
資
質
・

能
力
を
備
え
た
教
員
の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、本
学
の
特
性
を
生
か
し
、主
に「
身

体
活
動
」を「
情
報
」面
か
ら
捉
え
、情
報
に
関

す
る
科
学
的
な
見
方・考
え
方
を
働
か
せ
、課
題

の
発
見・解
決
を
図
る
教
員
の
養
成
を
補
完・発

展
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、教
科
教
育
、専
門
教
育

に
お
い
て
、実
践
的
で
高
度
な
専
門
的
知
見・技

能
を
有
し
学
校
教
育
の
場
で
活
躍
す
る
有
意
な

教
員
の
育
成
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

︱
ス
ポ
ー
ツ
情
報
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
学
科
で

情
報
科
教
諭
の
教
員
免
許
を
取
得
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
は
、理
系
や
一
部
の
社
会
系
の
学

科
で
し
か
情
報
の
教
員
免
許
が
取
得
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。し
か
し
、本
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
、メ

デ
ィ
ア
、情
報
と
い
う
3
つ
の
分
野
を
総
合
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ポ
ー
ツ

と
情
報
と
い
う
両
輪
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。さ
ら
に
、ス
ポ
ー
ツ
で
の
I
C
T
機
器
の
活

用
や
メ
デ
ィ
ア
編
集
、分
析
、そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

か
ら
得
ら
れ
る
様
々
な
情
報
を
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
視
点
か
ら
科
学
的
に
教
育
に
活
か
す
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

︱
こ
の
新
し
い
教
職
課
程
が
、将
来
の
教

育
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
お

考
え
で
す
か
？

　
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
中
心
の
教
員
か
ら
、ス

ポ
ー
ツ
と
情
報
の
両
方
を
指
導
で
き
る
教
育
者

を
養
成
で
き
る
教
職
課
程
と
し
て
、世
の
中
の

情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
員
の
需
要
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。本
学
科
の
学
び

を
通
し
て
、保
健
体
育
の
教
員
に
加
え
、情
報
の

教
員
と
し
て
部
活
動
を
指
導
す
る
と
い
う
可
能

性
が
広
が
り
ま
し
た
。

︱
仙
台
大
学
に
お
い
て
、教
員
を
目
指
す

学
生
に
対
す
る
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

本
学
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、常
時
、各

自
治
体
の
過
去
問
集
や
教
員
採
用
試
験
対
策

の
書
籍
、雑
誌
を
整
備
し
て
お
り
、閲
覧
・
貸
し

出
し
も
可
能
で
す
。セ
ン
タ
ー
に
は
、情
報
収
集

用
の
パ
ソ
コ
ン
や
学
習
机
も
用
意
さ
れ
、常
駐
す

る
教
職
員
に
質
問
、相
談
す
る
体
制
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、本
学
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て「
教
採
塾
」の
活
動
が
あ
り
ま
す
。「
教
採

塾
」の
活
動
は
、「
教
採
塾
」「
未
来
先
生
」「
せ

ん
だ
い
実
習
」「
チ
ー
ム
教
採
」な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
な
り
、い
ず
れ
も
、将
来
教
壇
に
立
つ

と
き
に
求
め
ら
れ
る
指
導
力
、実
践
力
、そ
し

て
、教
員
採
用
試
験
対
応
学
力
の
錬
成
・
強
化

を
目
指
し
、学
生
主
体
の
活
動
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。教
師
は「
学
び
続
け
る
こ
と
で
教
え

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
良
き
学
び
の
習
慣
を
身
に
付
け
、

生
涯
を
通
じ
て
成
長
す
る
教
師
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

柔道家で教員の父を持つ菊池太陽さんは、その背中を追いつつも、自ら
の道を切り開くために仙台大学に入学。岩手県の教員採用試験に合格
し、夢だった保健体育の教員として4月から教壇に立ちます。現代武道学
科での学び、柔道を通して得たものについて語ってもらいました。

文武両道、柔道と教員試験への挑戦　
夢を叶え、保健体育教員へ

菊
き く

池
ち

 太
た い よ う

陽さん
所　属：現代武道学科4年　
出身校：宮古高等学校（岩手県）
内定先：岩手県教員採用試験中学教諭（保健体育）合格
趣　味：映画鑑賞、釣り
好きな食べ物：アイスクリーム
好きな言葉・座右の銘：
努力は必ずしも報われるものではない。しかし勝つもの
や夢を叶える人は、努力している。

特 集 2

令和5年度東北学生体重別大会後の男女4年生柔道部員の集合写真

　本学スポーツ情報マスメディア学科における「情報」教員養成課程 〈高等学校教諭一種免許状（情報）〉の令和
6年4月開設に向けて、本学から文部科学省へ認可申請を行い、「情報」教員養成課程の開設が認可されました。
同学科では、これまで中学校・高校「保健体育」の教員免許取得が可能でしたが、今回の認可により、必要な単位
を修得することで、両教員免許状の同時取得が可能となりました。
　そこで、本学スポーツ情報マスメディア学科の「保健体育科教諭」と「情報科教諭」教員免許の同時取得におけ
る取り組みについて、教職支援センター長の山内明樹教授にお話を伺いました。

DX が推進する未来の教育界をリードする
仙台大学スポーツ情報マスメディア学科 
〜保健体育科教諭と情報科教諭教員免許の
同時取得について〜    教職支援センター長  山内明樹 教授

【スポーツ情報戦略分野】
・スポーツパフォーマンス分析概論
・スポーツ情報戦略論演習
・スポーツパフォーマンス分析演習
・スポーツパフォーマンス分析実習Ⅰ,Ⅱ  等　　

【メディア分野】
・CG 基礎演習（含実習）
・メディアとジャーナリズム
・情報社会論
・コンテンツ制作演習　等

（新設）【情報分野】
・コンピュータ概論
・データ構造とアルゴリズム
・プログラミング演習（含実習）
・情報通信ネットワーク論
・情報システム論　等

令和 5 年 4 月入学生まで
　 中学校教諭一種免許状     （保健体育）
　 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

令和 6 年度 4 月入学生から
　 中学校教諭一種免許状　 （保健体育）
　 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

＋
高等学校教諭一種免許状（情報）

【スポーツ情報マスメディア学科授業科目例】

⬇
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MURATA YUSUKE

長
年
ジ
ュニ
ア
大
会
で
大
活
躍

　

前
角
地
さ
ん
は
小
学
1
年
の
時
、友
だ
ち
と

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
し
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を

始
め
た
。プ
レ
イ
す
る
楽
し
さ
、試
合
で
勝
つ
喜

び
に
魅
了
さ
れ
、メ
キ
メ
キ
才
能
を
発
揮
し
、各

大
会
で
活
躍
。金
ケ
崎
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

で
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
岩
手
県
大
会
団
体
優

勝
に
導
き
、ダ
ブ
ル
ス
で
も
優
勝
と
好
成
績
を
収

め
た
。強
豪
校
の
盛
岡
誠
桜
高
校
に
進
学
す
る

と
、岩
手
県
高
校
選
手
権
大
会
シ
ン
グ
ル
ス・ダ

ブ
ル
ス
優
勝
、ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ベ

ス
ト
16
に
も
選
ば
れ
た
。さ
ら
に
高
み
を
目
指
そ

う
と
思
っ
た
高
3
の
時
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
中
止
に
な
っ
た
。一
時
は
テ
ニ
ス

を
辞
め
よ
う
か
と
思
っ
た
と
い
う
が
、「
こ
こ
で
諦

め
た
く
な
い
」と
思
い
直
し
、テ
ニ
ス
が
で
き
る
環

境
を
求
め
て
、仙
台
大
学
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。

栄
養
学
を
競
技
生
活
に
活
か
し
た
い

　
「
本
学
を
選
ぶ
決
め
手
に
つ
い
て
は
、栄
養
学

な
ど
ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と

で
、競
技
生
活
に
生
か
せ
る
と
思
い
ま
し
た
」。ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
つ
い
て
も
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
高

校
で
対
戦
し
た
強
豪
校
の
先
輩
た
ち
が
在
籍
し

て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
、私
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
」。す
ぐ
に
結
果
を
出
し
、大

学
1
年
の
時
に
東
北
選
手
権
大
会
シ
ン
グ
ル
ス・

ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
を
果
た
す
。一
方
、学
業
に
も

熱
心
に
取
り
組
み「
1
年
で
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の

基
礎
を
学
び
、3
年
で
は
場
面
に
応
じ
た
栄
養

管
理・指
導
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と
が
、と
て
も

お
も
し
ろ
い
で
す
」。各
種
大
会
に
向
け
た
調
整

を
行
い
つ
つ
、課
題
へ
の
取
り
組
み
や
保
健
体
育

の
教
員
免
許
、栄
養
士
資
格
の
取
得
を
目
指
し

て
い
る
。

全
国
で
注
目
の
選
手
の
仲
間
入
り
へ

　
ガ
ン
バ
リ
屋
さ
ん
の
前
角
地
さ
ん
は
、「
試
合

前
に
摂
る
と
効
果
的
な
食
品
な
ど
栄
養
面
で
は

自
信
が
あ
り
ま
す
が
、今
は
睡
眠
を
と
る
の
が

一
番
の
課
題
で
す
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。栄
養
学

の
知
識
を
活
用
し
て
、競
技
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
や
回
復
を
最
適
化
。試
合
前
日
は
糖
質
を
多

め
に
摂
り
、そ
れ
を
効
果
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
る
た
め
豚
肉
な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
を
同
時
に

摂
取
す
る
の
が
ル
ー
テ
ィ
ン
と
か
。そ
の
ほ
か
走

り
込
み
な
ど
日
々
の
自
主
ト
レ
も
欠
か
さ
な
い
。

そ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、昨
年
に
続
き
、

2
月
17
日
に
開
催
さ
れ
る「
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
杯

B
I
G
C
O
N
C
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
シ
ン
グ
ル
ス
」の
出
場
選
手
に
も
選
ば
れ

た
。「
上
位
の
試
合
ほ
ど
最
後
は
体
力
勝
負
に
な

り
ま
す
が
、持
久
戦
で
負
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
!
」と
頼
も
し
い
。シ
ン
グ
ル
ス
競
技
は
、選
手

一
人
ひ
と
り
の
心
技
体
全
て
が
問
わ
れ
、努
力
か

ら
逃
げ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
き
た
者
が
勝
利

で
き
る
と
い
う
。陰
な
が
ら
努
力
を
重
ね
る
前
角

地
さ
ん
に
こ
そ
、優
勝
カ
ッ
プ
が
相
応
し
い
。

栄養学に裏打ちされた
持久力が強み
ソフトテニス界の「期待の星」

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
背
中
を
追
っ
て

　

村
田
さ
ん
は
、長
野
県
生
ま
れ
。両
親
に
連
れ

ら
れ
て
4
歳
か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
た
。運
動
能

力
が
抜
群
で
、陸
上
競
技
で
も
そ
の
才
能
を
開

花
さ
せ
た
。東
京
に
引
っ
越
し
て
か
ら
は
冬
は
ス

キ
ー
、普
段
は
陸
上
と
2
種
目
の
競
技
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。本
学
入
学
の
き
っ
か
け
に

は
、同
じ
ろ
う
者
障
が
い
を
持
つ
、本
学
職
員
の

佐
々
木
琢
磨
さ
ん
の
存
在
が
あ
る
。2
0
2
2

年
5
月
、ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
さ
れ
た「
第
24
回

夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
陸
上
競
技
男
子

1
0
0
M
で
佐
々
木
さ
ん
は
日
本
人
初
の
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。記
録
は
10
秒
75
、多
く
の
困

難
を
持
ち
前
の
明
る
さ
と
ガ
ッ
ツ
、努
力
で
乗
り

越
え
、獲
得
し
た
価
値
あ
る
金
メ
ダ
ル
だ
。そ
の

後
ろ
姿
を
追
っ
て
、村
田
さ
ん
は
本
学
に
入
学
し

た
の
だ
と
い
う
。

学
業
と
競
技
が
両
立
で
き
る
環
境

　
「
高
校
の
陸
上
の
先
生
の
紹
介
で
琢
磨
先
輩

と
出
会
い
、仙
台
大
学
で
手
話
通
訳
や
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
な
ど
の
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

と
教
え
て
も
ら
い
、学
業
と
競
技
の
両
立
が
で
き

る
と
思
い
、選
び
ま
し
た
」と
語
る
。佐
々
木
さ

ん
か
ら
の
前
情
報
の
通
り
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
で
不
自
由
な
く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。さ
ら
に
入
学
後
、チ
ー
ム
競
技
に
も
興

味
が
拡
が
り
、ア
メ
フ
ト
部
に
も
加
入
し
た
。「
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
、自
身
の
走
力
を
活
か
せ
る
レ
シ
ー

バ
ー
で
す
。聴
き
と
れ
な
く
て
も
目
で
や
り
と
り

す
る
の
で
、楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
」。陸
上
、ス

キ
ー
、ア
メ
フ
ト
、そ
し
て
学
業
と
、何
刀
流
も
の

活
躍
だ
が
、そ
ん
な
ハ
ー
ド
な
毎
日
を
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
る
。

2
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て

　

村
田
さ
ん
の
手
話
通
訳
を
担
当
す
る
田
近
嵯

季
さ
ん
は
村
田
さ
ん
を「
明
る
く
、物
怖
じ
し
な

い
性
格
で
、自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
話
か
け
て
行

く
の
で
、『
も
う
友
達
に
な
っ
た
の
?
』と
こ
ち
ら

が
驚
く
ほ
ど
」と
語
る
。村
田
さ
ん
は「
手
話
が

で
き
な
く
て
も
、手
話
以
外
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ス
マ
ホ
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
ま
す
。今
は
周
り
の
皆
さ
ん
に
支

え
て
も
ら
い
、自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る
の
で
最
高

で
す
」と
充
実
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

今
後
の
目
標
は「
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
陸

上
競
技
）と
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
ス
キ
ー
競

技
）で
の
2
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
」。保
健

体
育
の
教
員
免
許
も
取
得
し
て
、将
来
は
指
導

者
の
道
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。持
ち

前
の
明
る
さ
で
周
囲
を
魅
了
す
る
村
田
さ
ん
は

「
周
り
か
ら
の
応
援
が
何
よ
り
も
チ
カ
ラ
に
な

り
ま
す
!
」。こ
れ
か
ら
も
輝
く
姿
を
見
せ
続
け

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

陸上&スキー&アメフト
3刀流の挑戦
応援をチカラに金メダルを目指す

夢 中 人 File.15

MAEKAKUCHI AYANA 前
ま え

角
か く

地
ち

 彩
あ や

菜
な

さん
スポーツ栄養学科3年　ソフトテニス部
2002年岩手県金ケ崎町生まれ。金ケ崎中学校、盛岡誠桜高等学校出身。趣味はショッピ
ング、読書、音楽鑑賞、映画鑑賞。好きな食べ物は卵、チーズ、トマト。モットーは「楽しんで
テニスをすること」。好きな言葉は「強くなければ生きていけない、優しくなければ生きて
いく資格がない」。今年の目標はインカレでベスト8入りすること。

村田悠祐さんはアルペンスキーの選手で、今年トルコで開催されるデフリンピックへの出場を決めた。加えて、「2022年全国聾学校陸上
競技大会」の800Mで優勝するなど陸上選手としても活躍する。夏季デフリンピック（陸上競技）と冬季デフリンピック（スキー競技）、2つ
の金を目指す村田さんに話を聞いた。(手話通訳/田近嵯季さん・スポーツ栄養学科3年)

130余年の歴史を持つ日本発祥のスポーツ、ソフトテニス。軟式テニスとも呼ばれ、子どもからシニアまで幅広い年齢層が楽しめる生涯ス
ポーツとして愛されている。近年はアジアやヨーロッパでも競技人口が増え、オリンピック種目への採用を目指し世界各国で普及活動が
行われている。そうした中、ソフトテニス界で期待の星として注目されているのが本学の前角地彩菜さんだ。

村
む ら

田
た

 悠
ゆ う

祐
す け

さん 

体育学科1年　スキー部 
2004年長野県生まれ。明晴学園中学校、東京都立中央ろう学校高等部時代もスキーと
陸上の各大会で活躍。好きな食べ物はラーメン、ピザ、サーモン。趣味は身体を動かすこ
と。目標/夏季デフリンピック（陸上競技）と冬季デフリンピック（スキー競技）での2つの
金メダル獲得。

第65回会長杯争奪東北学生ソフトテニス大会　バックハンドを打つ前角地さん 学生支援センターで談笑する村田さん（左から4番目）

第65回会長杯争奪東北学生ソフトテニス大会
ダブルス女子で優勝し、笑顔を見せる前角地さ
ん（右）、佐藤莉穂さん（体育学科3年）（左）

夢 中 人 File.14

※今回の村田さんへのインタビューは、2023年12月に行われたものであり、その後、2024年１月３１日に第20回冬季デフリンピック競技大会（於トルコ）に出場が決定した。

長野県「スノーバスターズ」チームで練習する村田さん
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私
は
平
成
6
年
度
に
卒
業
し
、現
在
は
柴
田

町
役
場
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

縁
が
あ
っ
て
柴
田
町
役
場
に
入
庁
し
、早
い
も
の

で
28
年
が
経
過
し
ま
し
た
。気
持
ち
は
、若
い
つ

も
り
で
す
が
、身
体
の
自
由
が
利
か
な
く
な
っ
て

お
り
、学
生
さ
ん
が
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。私
も

学
生
さ
ん
に
負
け
な
い
と
い
う
思
い
で
、昨
年

度
50
歳
を
迎
え
た
記
念
に
、小
学
生
か
ら
大
学

生
時
代
ま
で
続
け
て
き
た
陸
上
競
技
を
数
十
年

ぶ
り
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
、全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
の
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、マ
ス
タ
ー
ズ
優
勝
を
目
指
し
て
日
々
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
は
、幼
児

か
ら
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、仙
台
大
学
の
髙
橋
学

長
を
は
じ
め
、教
職
員
、学
生
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
開
催
で
き
る
こ
と
を

大
変
有
難
く
思
い
ま
す
。今
後
と
も
、仙
台
大

学
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、在
籍
し
て
い
た
当
時
の
仙
台
大
学
は
、

現
在
の
よ
う
な
多
様
な
学
科
は
な
く
、体
育
学

科
の
み
で「Sendai college

」と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。そ
の
頃
は
上
下
関
係
が
厳
し
く
、

街
中
で
す
れ
違
う
先
輩
と
思
わ
れ
る
方
に
は
全

員
に
挨
拶
を
し
な
れ
け
れ
ば
い
け
な
い
、女
性
は

ス
カ
ー
ト
を
着
用
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
暗
黙

の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
。今
で
は
考
え
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
が
、当
時
は
そ
れ
が
当
た
り
前
で
、

今
思
う
と
笑
え
る
思
い
出
で
す
。私
が
、こ
の
大

学
を
志
望
し
た
理
由
は
、東
北・北
海
道
地
方
で

唯
一
の
体
育
大
学
で
あ
り
、環
境
に
恵
ま
れ
施

設
も
整
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。入
学
後
は
、好
き

な
陸
上
競
技
に
打
ち
込
み
、厳
し
い
練
習
に
も

耐
え
、何
で
も
相
談
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仲
間
に

も
出
会
え
た
こ
と
が
私
の
宝
で
す
。

　

仙
台
大
学
で
の
4
年
間
は
、今
後
の
私
の
人

生
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
く
ら
い
貴
重
な
学
生
生
活
で
し
た
。大
学
に

行
く
こ
と
を
了
承
し
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
を

忘
れ
ず
、仙
台
大
学
の「
ス
ポ
ー
ツ・フ
ォ
ア・オ
ー

ル
」の
基
本
理
念
の
も
と
、大
学
生
の
う
ち
に
し

か
出
来
な
い
様
々
な
事
に
積
極
的
に
挑
戦
し
、卒

業
す
る
と
き
に
最
高
の
4
年
間
だ
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
、学
生
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　
「
女
子
寮
運
営
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、仙

台
大
学
の
女
子
学
生
受
入
れ
強
化
及
び
本
学
の

女
子
学
生
増
加
に
伴
う
現
役
学
生
か
ら
の
需
要

等
か
ら
鑑
み
、部
活
動
単
位
で
の
女
子
寮
運
営

事
業
の
計
画
を
地
元
柴
田
町
の
業
者
と
共
に
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。現
在
、既
存
の
ア
パ
ー
ト

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
徹

底
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
寮
運
営
が

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、現
在
、同
窓
会
で
は
、新
規
事
業「
部

活
動
支
援
事
業
」の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、仙
台

大
学
同
窓
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を

全
学
生
に
募
集
し
て
い
ま
す
。２
月
下
旬
に
最

優
秀
賞・優
秀
賞
の
表
彰
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

体
育
系
大
学
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
と
こ
ろ
で
す
。令
和
６

年
度
か
ら
の
具
体
的
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
学
の
全
国
で
活
躍
す
る
部
活
動
を
中
心
に
、

出
場
に
係
る
経
費
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
助
成

を
行
い
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、大
会
出

場
時
に
身
に
付
け
た
り
荷
物
等
に
付
け
た
り
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
か
ら
始
め
た
本
事
業
に
、全

国
の
同
窓
生
か
ら
令
和
６
年
２
月
現
在
、第

２
３
６
号
ま
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、本
事

業
は
令
和
４
年
３
月
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
第
１
号
か
ら

第
100
号
を
ま
と
め
た
第
１
集「
き
ら
め
き
」・
令

和
５
年
３
月
に
第
２
集「
時
の
響
き
」を
刊
行
し

ま
し
た
。こ
の
輝
き
を
放
つ
ご
寄
稿
頂
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
数
々
は
、同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。そ
の
反

響
は
大
き
く
、ご
寄
稿
頂
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
そ
の

時
そ
の
時
代
の
大
学
や
学
生
、当
時
の
船
岡
の

様
子
ま
で
も
描
写
さ
れ
て
い
て
、思
い
出
の
ア
ル

バ
ム
を
懐
か
し
ん
で
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
読
み

進
ん
で
し
ま
う
感
覚
で
す
。メ
ッ
セ
ー
ジ
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
呼
び
、次
の
執
筆
者
に
リ
レ
ー
の
バ
ト

ン
が
繋
が
れ
る
と
い
っ
た
、懐
か
し
さ
と
楽
し
さ

満
載
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
間
、ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
時
：
令
和
6
年
5
月
11
日（
土
）

会
場
：
ホ
テ
ル
原
田
in
さ
く
ら

日
程
：
社
員
総
会
15
時
～　
懇
親
会
17
時
～

正
式
案
内
：
令
和
6
年
3
月
予
定
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同 窓 会 情 報

「
子
ど
も
運
動
教
育
学
科
」は
、幼
児
期
に
大

切
な「
遊
び
」を
軸
に
保
育
と
教
育
を
実
践

的
に
学
び
、社
会
に
貢
献
す
る
保
育
者
を
育

成
し
て
い
ま
す
。幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
、保

育
士
資
格
の
ほ
か
、幼
児
体
育
指
導
員
、ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
な
ど
の
資
格
取
得
が

可
能
で
、「
子
ど
も
が
好
き
」「
運
動
、ス
ポ
ー

ツ
が
好
き
」と
い
う
学
生
に
ピ
ッ
タ
リ
の
学

科
で
す
。佐
々
木
和
ゼ
ミ
で
は
、34
年
の
幼
児

教
育
経
験
か
ら
得
た
知
識
、技
術
、そ
し
て

情
熱
を
学
生
に
伝
え
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
幼
稚
園
が
保
育
者
の
原
点

　
「
先
生
が
大
好
き
で
幼
稚
園
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
し
た
」と
語
る
佐
々
木
和
准
教
授
。「
い

つ
か
先
生
の
よ
う
に
な
り
た
い
!
」と
の
思
い
が

幼
児
教
育
に
携
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。そ
の
夢
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
幼
稚
園
教
諭

に
。キ
ャ
リ
ア
の
大
部
分
を
宮
城
学
院
女
子
大

学
附
属
幼
稚
園（
現・認
定
こ
ど
も
園　

森
の
こ

ど
も
園
）で
過
ご
し
ま
し
た
。「
年
齢
や
キ
ャ
リ
ア

に
関
係
な
く
、大
学
教
員
と
教
諭
が
共
に
学
生

の
養
成
や
研
究
が
で
き
る
環
境
。公
開
保
育
も

盛
ん
で
、子
ど
も
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
常
に

探
求
す
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。途
中
、聖
徳
大
学
大
学
院
で
学
ん
だ
後

は
、当
時
珍
し
か
っ
た「
2
歳
児
親
子
ク
ラ
ス
」

の
立
ち
上
げ
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。専
門
学
校

で
講
師
と
し
て「
保
育
原
理
」を
担
当
し
ま
し
た

が
、「
私
は
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う
現
場
が
好

き
な
の
で
」実
践
一
本
に
絞
り
ま
し
た
。

保
育・幼
児
教
育
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　
ゼ
ミ
の
モ
ッ
ト
ー
は「
学
び
た
い
、や
っ
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り
」。紙
芝
居
、

折
り
紙
、手
遊
び
、歌
あ
そ
び
な
ど
、子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
上
で
必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
身
に
付

け
る「
教
材
研
究
」に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。こ
れ
ら
が
保
育
実
習
で
は
大
い
に
役
立
ち
ま

す
。「
幼
児
期
は
人
格
形
成
を
決
定
付
け
る
重

要
な
時
期
で
あ
り
、家
族
同
様
保
育
者
に
は
大

き
な
影
響
力
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
認
識
し
た

上
で
、『
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
』が
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
糧
と
な
る
の
で
す
。目
標
を
持
っ
て
取

り
組
む
こ
と
で
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
援
で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
」。い
つ
も
熱
い
思
い
で
、ゼ
ミ
生
た
ち
を
励
ま

し
続
け
て
い
ま
す
。

石髙太陽さん （4年　福島東高等学校出身）

　小学校前の幼児教育の重要性に着目し選びま
した。施設実習や身体を動かして学ぶ授業など
多彩な学びを通して経験値が上がり、視野が広が
りました。

金子亜希菜さん (4年　埼玉・花咲徳栄高等学校出身）

　施設実習や就職活動も親身にサポートしてくだ
さるので本当にありがたいです。幼稚園教諭1種
免許が取得できるので将来を考えるのなら、おす
すめですよ。

菊地未夢さん （3年　宮城・仙台大学附属明成高等学校出身）

　なんとピアノレッスンが毎日受けられます!発表
会も年2回あり、音楽好きにおすすめ!手遊びや歌
も自信が持てるようになりました。

佐藤有姫さん （3年　福島・喜多方東高等学校出身）

　姉の子どもがきっかけで、子どもの発育・発達
について学びたいと思い、この学科を選びまし
た。授業で学んだ制作やお絵かき、手遊びなどを
実際に試して、興味の度合いや工夫点を探りなが
ら、4年の実習に備えています。

髙橋ひなのさん （3年　宮城・聖和学園高等学校出身）

　当初保育士志望でしたが、今は障害のある子
どもの保育に興味が拡がっています。「困り感」を
抱える子どものニーズはあるので、施設実習を通
して、さらに学びを深めたいと思っています。

佐々木 和　准教授
仙台市生まれ。宮城学院女子短期大学卒、聖徳大学大学院修了。めるへんの森幼稚園、宮城学
院女子大学附属幼稚園教諭、同大学附属の認定こども園教頭を経て、2019年本学入職。「保
育の質」「こどもの理解と援助」等のテーマで講演会、研修会の講師を務める。仙台こども食堂
の運営、NPO法人子どもの村東北ボランティアにも携わっている。

健やかな育ちの支援を通して、
自らを探求し成長する学びを

佐々木和ゼミ（子ども運動教育学科）

ゼミ生に聞きました
「子ども運動教育学科の魅力は?」

人生の
土台となった

4 年間

ゼミ探訪

柴田町役場　スポーツ振興課

大
おお

石
いし

 恵
え

美
み

さん 
体育学科　平成6年度卒業　

「運動、スポーツが好き」「子どもが好き」という
方は、学んでみませんか？
　今回のゼミ探訪で、佐々木准教授の温かなお
人柄と、その先生に全幅の信頼を寄せる学生た
ちの真摯な姿に触れることができました。子ど
もたちの育ちの支援を通して、自らも成長でき
る、それが保育・幼児教育の醍醐味。挑戦する価
値のあるフィールドと感じました。 上：こども食堂での活動

下：佐々木ゼミの集合写真

第44回全日本マスターズ陸上競技選手権2023
山口大会　砲丸投げＷ50 2位の賞状とメダルを
手にする大石さん

令
和
６
年
度
新
規
事
業
ス
タ
ー
ト

「
女
子
寮
運
営
事
業
」

「
同
窓
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・

部
活
動
支
援
事
業
」

「
Ｓ
Ｃ
（
セ
レ
ク
ト
＆
コ
メ
ン
ト
）

リ
レ
ー
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

３
年
間
の
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

令
和
６
年
度  

仙
台
大
学
同
窓
会

『
社
員
総
会
』
開
催
の
お
知
ら
せ

コラム
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仙台大学男子サッカー部が
新たな歴史を刻む

夢中人｜ゼミ探訪｜同窓会情報

令和6年度より高等学校教諭一種免許状（情報）教員養成課程を
スポーツ情報マスメディア学科に開設

夢に向かって挑戦する学生たち

表紙のひと 仙台大学男子サッカー部

　今後も、仙台大学のトピックスや在学生・卒業生の活躍を皆様
にお伝えすべくより良い紙面づくりのため、皆様からのご意見・
ご感想をお待ちしております。アンケートにご協力をお願いいた
します。
アンケートはこちら

↓
卒業生の住所変更はこちら

↓

※在学生の住所変更は学生生活課にお問い合わせください。

Instagram X（旧Twitter） Facebook仙台大学HP

■お問い合わせ内容と主な関連部署

　仙台大学は2020年3月11日付で「公益財団法人日本高等教育評価機構が定める
大学評価基準に適合している」と認定されました。

入試（学内見学）関係　	 　　入試課	 　　　0224-55-1017
求人、就職指導関係	 　　就職課	 　　　0224-55-1017
学生生活関係	 　　学生生活課	 　　　0224-55-3019
奨学金関係	 　　奨学金事務課	 　　　0224-55-1038
成績、各種証明書発行関係	　　		教育企画課	 　　　0224-55-1086
資格取得の支援関係	 　　資格支援課	 　　　0224-55-1307
大学院（入試含む）関係　	　　大学院事務課	 　　　0224-55-5706
同窓会関係	 　　同窓会事務局	 　　　0224-55-1449

学校法人朴沢学園  仙台大学（代表）
〒989-1693　宮城県柴田郡柴田町船岡南2丁目2-18
TEL 0224-55-1121/FAX 0224-57-2769
受付時間：平日 8：30〜17：15（受付時間外は留守番電話に切り替わります）
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I N F O R M A T I O N

　高大接続授業の一環として、本学の真木瑛講師が仙台大学附属明成高校食文化創志科で食の栄養
素とその重要性に焦点を当てた「専攻別調理実習～地域食環境デザイン給食料理～」を行いました。
　さらに、仙台大学附属明成高校の生徒たちは、体組成測定や血圧測定を通し、自分自身の身体の状
態を深く理解する貴重な機会を得ることができたと同時に、この高大接続による実践的な学びは、彼ら
が必要な栄養素を理解し、健康的な食事の選択方法を考えるきっかけとなり、食に対して、理解を深め
る生徒たちにとって、身体と栄養に関する知識を豊かにする重要な経験となりました。
　川平KMCHでは、今後も高大接続授業や公開講座を実施し、高校と大学の学びだけではなく、研究
活動や地域社会への還元に貢献していくこととしています。

　令和5年9月24日（日）に開催された、第41回全日本大学女子駅伝対校選手権大会東北地区代表選
考会、陸上競技部女子駅伝ブロックが、単独チームとして初めて出場しました。
　大会では、各大学から6名が2チームに分かれ、襷を繋ぎます。緊迫した中、1区では、伊東舞莉彩選手
（体育学科1年）が17年連続優勝を目指す強豪・東北福祉大学を抑え、区間賞という見事な走りを見
せました。その後も仙台大学の選手たちは、力強くコースを駆け抜け、2チームとも無事にゴールしまし
た。最終結果では東北福祉大学には及ばなかったものの、2位となりました。この日の走りは、仙台大
学陸上競技部女子駅伝ブロックにとって、歴史的一歩となりました。
　来年度の第42回全日本大学女子駅伝は、第41回全日本大学女子駅伝において東北福祉大学が8
位以内のシード権を確保したため、仙台大学陸上競技部女子駅伝ブロックの初出場が期待されます。

川平KMCH（P-Lab）で行った高大接続授業

第41回全日本大学女子駅伝対校選手権大会 東北地区代表選考会にて
歴史的一歩を刻んだ仙台大学女子駅伝ブロック

体組成測定の様子

第41回全日本大学女子駅伝対校選手権大会 
東北地区代表選考会に出場した選手たち

２０２２　スペイン酒類国際コンクール　金賞
２０２２　オリエンタルサケアワード　

 純米大吟醸／純米吟醸部門　銀賞
２０２２　オリエンタルサケアワード　亞州清酒大賞

　この日本酒は、本学の学生と蔵人により醸しだされた純米大吟醸です。味わいは酵母由
来の香りを控えめにし、作り手の考えを感じ取れるように仕上げた究極の食中酒です。是
非、みなさんの古き良き時代を過ごした仙台大学を感じながら、また語らいながら、味わって
いただきたいと思います。
使用米：宮城県産ひとめぼれ100％　精米歩合：50%　アルコール分：16度
酵母：宮城酵母　酒質：日本酒度/+4酸度/1.6アミノ酸/0.1　保存方法：−5度～5度の冷蔵管理
価格：1800㎖・販売価格（税込）：2,959円、500㎖・販売価格（税込）：998円

〈購入について〉以下の販売店様にご注文下さい。
　　丸正酒店　Tel 0224-62-2002  Fax 0224-62-0625　（宮城県角田市角田字町177）

仙台大学同窓会の日本酒


